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新 抗生物 質carumonamの 外科 領域感 染症 に対 す る有 用性 を評 価 す るため臨床 的検討 を

行 った。Carumonamlgを 腹 膜 炎患者4例 に静脈 内投 与 し,腹 水 中濃度 を測定 した とこ

ろ,1時 間後20.4μg/mlの 最 高濃度 を示 した。また外科 領域 感染 症13例 へcarumonamを

投 与 し,臨 床 効 果 を検 討 した。Carumonamの1日 投 与 量 は1～2g,投 与 期 間 は3～8

日であ った。 その結果,総 有効 率 は58.3%(7/12)で あ り,細 菌学 的効果 は50%(5/10)

の除 菌 率 であ った。 安全 性 に関 して はい ずれ の症 例 に お い て も副作 用 を認 め なか った。

Carumonamは 高 い腹 水 中移行 を示 してお り,ま た良 好 な臨床 効果 を示 した ことか ら,グ ラ

ム陰性 菌 に よる腹 腔 内感染症 に対 して,有 用 な薬 剤で あ る と考 え られ る。

緒 言

Carumonam (CRMN, AMA-1080)は 武 田薬品によ

り開発 された新 しいモ ノバクタム系抗生物質 である1,2,3)。

本剤はSerratia marcescens,Pseudomonas aeruginosa

を含むグラム陰性菌に対 し強い抗菌力を有 しており,さ

らにβ-lactamaseに きわめて強い抵抗性 を示 し,他 の β

-1actam剤 耐性菌 にも抗菌力を有す るが
,グ ラム陽性菌

と嫌気性菌に対す る抗菌力は弱 いといわれている1,4)。

今般,わ れわれは本剤の腹水中移行お よび外科領域感

染症 に対する臨床効果 を検討 したので報告する。

I.対 象 お よび方法

1.対 象

昭和59年8月 よ り昭和60年6月 までの 間 に,九

州 大学 医学部 付属 病院 第二外 科 お よび関連施 設 にお

いて,入 院加療 を受 けた13例 の外 科領域 感染 症 を対

象 とした。年 齢 は29歳 か ら78歳 で あ り,男 性7例,

女性6例 で あ った。 なお本剤 の腹水 中移行 は術中に

腹部 ドレナ ー ジが施 行 され た腹 膜炎患者4例 を対象

に手 術 当 日に ドレー ン よ り排 出 され る腹水 を経時的

に採 取 し検 体 とした。

2.用 法 ・用量

武 田薬 品 か ら提 供 を受 け たCRMN 0.5gバ イア

ルお よび1gバ イ アル を用 いた。投与 方法は静注 ま

た は 点 滴 静 注 と し,1回0.59か ら29を1日2回,

3日 か ら8日 間投与 した。

3.腹 水 中濃度測 定

腹水 中濃 度 測定 に そな えてCRMN 1gを 静注投

与1時 間後,2時 間後,3時 間後 に血清お よび腹水を

採 取 し,凍 結保存 してお いた。CRMNの 濃度測定は

Escnenchia coli NIHJを 検定 菌 とす るagar well

法 を用 いた。

4.臨 床 効果

臨床 効果 は感 染症 の 自他 覚症状 お よび臨床検査値

の推移 か ら主 治医 が著効,有 効,や や有効,無 効の
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Table 1 Serum and ascites levels (ƒÊg/ml) of carumonam

after lg intravenous one shot injection

Fig. 1 Serum and ascites levels (ƒÊg/m) of

carumonam after 1 g intravenous one

shot injection.

4段 階で判定 した。

5.細 菌学 的効果

起炎菌 の推移 か ら主治 医が 消失,減 少,菌 交 代,

不変の4段 階で判定 した。

6.副 作用 の観察

薬剤投 与前 後 の 白血 球 数,赤 血 球 数,Hb,Ht,

血小板数,GOT,GPT,ALP,BUN,血 清 ク レ

アチニ ンな どを測 定 し,検 査 値異 常化 の有 無 を検査

し,さ らに 自他覚 的な副 作用 の有 無 を観察 した。

II.成 績

1.腹 水 中濃度

CRMN19静 注投与 後 の血 中 お よび腹 水 中濃 度

の測 定成績 をTable 1お よびFig.1に 示 した。血 清

中濃 度 は4例 と も経 時的 に減 少 し,そ の 平均値 は1,

2,3時 間後 にそれ ぞれ30.0,15.9,9.6μg/mlで あ

った。腹 水 中濃度 は個 々の例 におい て経 時変 化 に差

異 が認 め られた ものの 全体 としては ゆ るや か な減 少

傾 向 を示 した。1,2,3時 間後 の平均 値 は それ ぞれ

20.4,16.5,14.4μg/mlで あ り,3時 間後 に は有 意

に血 清 中濃度 よ りも高 い値 を示 し,腹 水 中濃度 は血

清 中濃度 よ り持続 性 のあ る こ とが明 らか とな った。

2.臨 床 効果

CRMNが 投 与 され た 外 科 領 域 の 感 染 症 は13例

で1例 は効 果 の期待 で きないCandida albicansが

検 出 され た た め除 外 し,12例 につ い て効 果 判 定 し

た。 その 内訳 は腹腔 内感 染症6例,術 後 創感 染4例,

肝 膿 瘍1例,胆 の う炎1例 であ る。 疾 患別臨 床効 果

は腹 腔 内感 染症 は有効4例,や や有 効1例,無 効1

例,術 後 創感 染 は有効,や や有効 各1例,無 効2例

で あ り,肝 膿 瘍1例,胆 の う炎1例 は各 々有効 お よ

び著 効 で あ った(Table 2)。 以上 の成績 を疾患 別 に

ま とめた ものがTable 3で,12例 中著 効1例,有 効

6例 で,著 効 と有効 を合わ せた総 有効 率 は58.3%(12

例 中7例)と な った。

3.細 菌 学的 効果

上記 症例 中細 菌学 的効 果判 定が 可能 で あ った もの

は10症 例 で,こ の うち菌 の消 失4例,減 少1例,不

変5例 で あ り,菌 減 少 を含 む 除 菌 率 は50%で あ っ

た。

III.副 作 用

CRMNを 投 与 した13症 例 にお いて,本 剤 に よる
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と考 え られ る自他覚 的副作 用 は認 め られ なか った。

また本 剤 の投与 前後 で実施 した血 液像,肝 機能,腎

機 能 にお いて本 剤の影 響 に よる と考 え られ る異 常変

動 は認 め られ なか った(Table 4)。

IV.考 察

CRMNは 武 田薬 品 に よ り開 発 された新 しい モ ノ

バ クタ ム系抗生 物質 で ある。本 剤 はグ ラム陽性 菌 と

嫌気性 菌 に対 する抗 菌力 は弱 いが,グ ラム陰性 菌 に

対 して は強 い抗 菌活性 を示 し,各 種細 菌 が産生 す る

β-ラ クタマ ーゼ に対す る抵抗 性 は きわ めて強 く,ま

た β-ラ クタ マー ゼ誘 導 は きわ め て低 い とい われ て

い る璃。 したが って,グ ラム陰性 菌 に特異 的 に有 効

な新 しいタイ プの抗 生剤 として臨床応 用が 期待 され

る。

今 回,本 剤の体 内動 態 の一環 として,腹 水 中への

移 行 の度合 を血 中濃度 と比 較 して調べ た ところ,か

な り高濃度 の移行 が明 らか となった。 本剤 の腹腔 内

感染 症 を含 む外 科領域 感染症 に対 す る臨床効 果 はグ

ラム陽性菌,嫌 気 性菌 に よる感染 症が5例 もあ った

こ とか ら,有 効率 は58.3%と 低 か った。 しか しなが

ら,グ ラム陰性 菌 を起 炎菌 とす る症例(No.1,2,

3,5,9,13)で み る と,4症 例 に 菌 消 失 が認 め ら

れ,臨 床 効 果 は著 効1例,有 効4例 で有効 率 は83.3

%(5/6)と 優 れ た成績 とな った。副作 用について

は,特 別 に問題 とな る 自他覚 的症状,臨 床検査値異

常 は認 め られ なか った。

以上 の成 績 か ら,本 剤 は グラム陰性菌が起炎菌と

な りや す い腹腔 内感染 症 に対 して,有 効な薬剤であ

る と考 え られ る。
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Carumonam, a novel monobactam, was studied to evaluate its clinical efficacy against surgical

infections.

The ascites levels of carumonam were 20.4, 16.5 and 14.4 pg/ml at 1, 2 and 3 h respectively after

administration of 1 g i. v. to four peritonitis patients. When administered at 1 g•`2 g per day for 3

•`8 days to 13 patients with various surgical infections, the rates of clinical and bacteriological

efficacy were 58.3 (7/12) and 50% (5/10), respectively. No side-effects were observed.

Carumonam thus appears to be suitable for use in intra-abdominal infections caused by Gram-

negative bacilli.


